
(57)【要約】

【課題】オーバーチューブ等を用いて内視鏡等を挿入す

る際に、体腔内空間を有効に確保することができる内視

鏡挿入用補助具を提供する。

【解決手段】内視鏡２０が内部に挿通されるものであり

形状可変な第１の状態と形状固定される第２の状態とを

取り得る内側のオーバーチューブ１Ｂと、この内側のオ

ーバーチューブ１Ｂを内部に挿通するためのものであり

、前記第１の状態と第２の状態とを取り得る外側のオー

バーチューブ１Ａと、を備え、これらオーバーチューブ

１Ａ，１Ｂを体腔内に挿入して湾曲した状態で形状固定

することにより、体腔に対する空間を確保するようにし

た内視鏡挿入用補助具。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 を 内 部 に 挿 通 し 得 る も の で あ り 、 柔 軟 で 形 状 可 変 な 第 １ の 状 態 と 、 形 状 を 保 っ た 状
態 で 固 定 化 さ れ る 第 ２ の 状 態 と 、 を 取 り 得 る 第 １ の 管 状 部 材 と 、
こ の 第 １ の 管 状 部 材 を 内 部 に 挿 通 す る た め の も の で あ り 、 前 記 第 １ の 状 態 と 、 前 記 第 ２ の
状 態 と 、 を 取 り 得 る 第 ２ の 管 状 部 材 と 、
を 具 備 し 、
前 記 第 １ の 管 状 部 材 と 、 前 記 第 ２ の 管 状 部 材 と 、 の 少 な く と も 一 方 が 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ
て 湾 曲 さ れ た 状 態 で 前 記 第 ２ の 状 態 を と る こ と に よ り 、 体 腔 内 に お け る 空 間 を 確 保 す る 機
能 を 果 た す こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 管 状 部 材 と 、 前 記 第 ２ の 管 状 部 材 と 、 の 少 な く と も 一 方 が 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ
て 湾 曲 さ れ た 状 態 で 前 記 第 ２ の 状 態 を と る こ と に よ り 、 さ ら に 、 体 腔 に 対 す る 位 置 を 固 定
す る 機 能 を 果 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 。
【 請 求 項 ３ 】
内 視 鏡 を 内 部 に 挿 通 し 得 る と と も に バ ル ー ン を 内 部 に 挿 通 し 得 る 挿 通 孔 と 、 こ の 挿 通 孔 の
周 り に 配 列 さ れ た 複 数 の 管 路 と 、 を 備 え た 管 状 部 材 と 、
前 記 管 状 部 材 の 管 路 内 に 挿 通 す る た め の も の で あ り 、 柔 軟 で 形 状 可 変 な 第 １ の 状 態 と 、 形
状 を 保 っ た 状 態 で 固 定 化 さ れ る 第 ２ の 状 態 と 、 を 取 り 得 る ロ ッ ド 状 部 材 と 、
を 具 備 し 、
前 記 ロ ッ ド 状 部 材 を 前 記 管 状 部 材 の 管 路 に 挿 通 し て 延 出 さ せ 、 か つ 、 前 記 バ ル ー ン を 前 記
管 状 部 材 の 挿 通 孔 に 挿 通 し て 延 出 さ せ た 状 態 で 、 該 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ 、 そ の 後 に 該 ロ ッ
ド 状 部 材 に 前 記 第 ２ の 状 態 を と ら せ る こ と に よ り 、 体 腔 内 に お け る 空 間 を 確 保 す る 機 能 を
果 た す こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 、 よ り 詳 し く は 、 内 視 鏡 等 を 挿 入 す る 際 に 用 い ら れ る 内 視
鏡 挿 入 用 補 助 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 を 体 腔 内 に 挿 入 す る 際 に 、 臓 器 等 の 圧 力 に よ っ て 体 腔 が 塞 が ろ う と す る 力 が 作 用 し
て 、 内 視 鏡 単 体 で は 挿 入 す る の が 困 難 な こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に 広 く 用 い ら れ て い
る の が 、 い わ ゆ る 内 視 鏡 用 オ ー バ ー チ ュ ー ブ （ 以 下 適 宜 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ と い う 。 ） で
あ る 。 こ の オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 例 え ば 内 視 鏡 と 共 に 体 腔 内 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 体 腔 内
へ の 内 視 鏡 の 挿 入 経 路 が 確 保 さ れ て 、 そ の 後 の 内 視 鏡 の 挿 抜 が 容 易 に な る と い う 利 点 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 用 い る 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ に 同 オ
ー バ ー チ ュ ー ブ の 硬 さ を 調 整 す る た め の 可 撓 性 調 整 機 構 を 設 け 、 同 オ ー バ ー チ ュ ー ブ が 挿
入 さ れ る 臓 器 の 硬 さ に 応 じ て 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ の 硬 さ を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 挿 入 の
際 の 患 者 の 苦 痛 を 軽 減 す る 技 術 が 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ９ ７ ９ １ 号 公 報 に お い て 記
載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ９ ７ ９ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た よ う な オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 例 え ば 管 腔 臓 器 内 に 挿 入 し 、 該 オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 介
し て 、 内 視 鏡 に よ る 観 察 や 処 置 具 に よ る 処 置 を 行 う 際 に 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ が 挿 入 さ れ て
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い る 部 分 ま で は 内 視 鏡 を 容 易 に 挿 通 す る こ と が で き る が 、 観 察 対 象 や 処 置 対 象 と な る 部 位
は オ ー バ ー チ ュ ー ブ か ら 延 出 さ れ た 先 と な る た め に 、 上 述 し た よ う な 体 内 の 臓 器 の 圧 力 等
に よ り 管 腔 が 狭 ま っ て 、 観 察 や 処 置 を 快 適 に 行 う の が 困 難 に な る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ 等 を 用 い て 内 視 鏡 等 を
挿 入 す る 際 に 、 体 腔 内 空 間 を 有 効 に 確 保 す る こ と が で き る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 第 １ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 は 、 内 視 鏡 を 内 部 に
挿 通 し 得 る も の で あ り 柔 軟 で 形 状 可 変 な 第 １ の 状 態 と 形 状 を 保 っ た 状 態 で 固 定 化 さ れ る 第
２ の 状 態 と を 取 り 得 る 第 １ の 管 状 部 材 と 、 こ の 第 １ の 管 状 部 材 を 内 部 に 挿 通 す る た め の も
の で あ り 前 記 第 １ の 状 態 と 前 記 第 ２ の 状 態 と を 取 り 得 る 第 ２ の 管 状 部 材 と 、 を 具 備 し 、 前
記 第 １ の 管 状 部 材 と 、 前 記 第 ２ の 管 状 部 材 と 、 の 少 な く と も 一 方 が 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ て
湾 曲 さ れ た 状 態 で 前 記 第 ２ の 状 態 を と る こ と に よ り 、 体 腔 内 に お け る 空 間 を 確 保 す る 機 能
を 果 た す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 第 ２ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 は 、 上 記 第 １ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助
具 に お い て 、 前 記 第 １ の 管 状 部 材 と 、 前 記 第 ２ の 管 状 部 材 と 、 の 少 な く と も 一 方 が 、 体 腔
内 に 挿 入 さ れ て 湾 曲 さ れ た 状 態 で 前 記 第 ２ の 状 態 を と る こ と に よ り 、 さ ら に 、 体 腔 に 対 す
る 位 置 を 固 定 す る 機 能 を 果 た す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 第 ３ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 は 、 内 視 鏡 を 内 部 に 挿 通 し 得 る と と も に バ
ル ー ン を 内 部 に 挿 通 し 得 る 挿 通 孔 と こ の 挿 通 孔 の 周 り に 配 列 さ れ た 複 数 の 管 路 と を 備 え た
管 状 部 材 と 、 前 記 管 状 部 材 の 管 路 内 に 挿 通 す る た め の も の で あ り 柔 軟 で 形 状 可 変 な 第 １ の
状 態 と 形 状 を 保 っ た 状 態 で 固 定 化 さ れ る 第 ２ の 状 態 と を 取 り 得 る ロ ッ ド 状 部 材 と 、 を 具 備
し 、 前 記 ロ ッ ド 状 部 材 を 前 記 管 状 部 材 の 管 路 に 挿 通 し て 延 出 さ せ 、 か つ 、 前 記 バ ル ー ン を
前 記 管 状 部 材 の 挿 通 孔 に 挿 通 し て 延 出 さ せ た 状 態 で 、 該 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ 、 そ の 後 に 該
ロ ッ ド 状 部 材 に 前 記 第 ２ の 状 態 を と ら せ る こ と に よ り 、 体 腔 内 に お け る 空 間 を 確 保 す る 機
能 を 果 た す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ か ら 図 ６ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ り 、 図 １ は オ ー バ ー チ ュ ー ブ の
構 成 を 示 す 断 面 図 お よ び 斜 視 図 、 図 ２ は 長 さ お よ び 径 の 異 な る オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 示 す 側
面 図 、 図 ３ は 長 さ お よ び 径 の 異 な る 複 数 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ と 内 視 鏡 と を 組 み 合 わ せ た 構
成 の 先 端 側 を 示 す 斜 視 図 、 図 ４ は 外 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 湾 曲 さ せ た 状 態 を 示 す 一 部 断
面 を 含 む 斜 視 図 、 図 ５ は 外 側 お よ び 内 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 湾 曲 さ せ た 状 態 を 示 す 一 部
断 面 を 含 む 斜 視 図 、 図 ６ は 外 側 お よ び 内 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ と 内 視 鏡 と を 湾 曲 さ せ た 状
態 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ （ Ａ ） 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 管 状 部 材 で あ る オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ は 、 そ の 主 要
部 が 、 挿 入 部 と な る 可 撓 性 管 部 ３ と 、 こ の 可 撓 性 管 部 ３ の 手 元 側 に 設 け ら れ て い る 操 作 部
２ と 、 に 大 別 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 可 撓 性 管 部 ３ は 、 円 筒 形 状 の 内 シ ー ス ６ と 、 こ の 内 シ ー ス ６ の 外 周 面 よ り も 径 の 大 き
い 内 周 面 を 有 す る 円 筒 形 状 の 外 シ ー ス ７ と 、 の 間 に 摩 擦 部 材 ８ を 挟 み 込 ん で 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 内 シ ー ス ６ は 、 例 え ば 柔 ら か い 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ て い て 、 そ の 内 側 が 内 視 鏡 の 挿 入
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部 を 挿 通 す る た め の 内 視 鏡 挿 通 孔 １ ３ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 外 シ ー ス ７ も 同 様 に 、 例 え ば 柔 ら か い 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ て い て 、 そ の 内 周 面 が 上 記
摩 擦 部 材 ８ の 外 周 側 と 接 触 し た と き に 摩 擦 力 を 生 じ る よ う な 摩 擦 面 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 摩 擦 部 材 ８ は 、 細 長 の 板 状 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 回 す る こ と に よ り 、 略 管 状 と な る よ う に
形 成 し た も の で あ り 、 そ の 外 周 側 が 、 前 記 外 シ ー ス ７ の 内 周 面 と 接 触 し て 摩 擦 力 を 生 じ る
た め の 摩 擦 面 と な っ て い る 。 こ の 摩 擦 部 材 ８ は 、 挿 入 方 向 の 先 端 部 に お い て 、 固 定 部 １ １
に よ り 前 記 内 シ ー ス ６ の 内 周 側 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 前 記 操 作 部 ２ は 、 前 記 内 シ ー ス ６ の 手 元 側 の 端 部 を 固 定 す る 内 シ ー ス 固 定 部 材 １ ２
と 、 前 記 外 シ ー ス ７ の 手 元 側 の 端 部 を 固 定 す る 外 シ ー ス 固 定 部 材 １ ０ と 、 の 間 の 移 動 溝 ５
に お い て 、 前 記 摩 擦 部 材 ８ の 手 元 側 を 固 定 す る 伝 達 部 材 ９ お よ び こ の 伝 達 部 材 ９ に 固 定 さ
れ る 操 作 レ バ ー ４ を 、 周 方 向 （ あ る い は 、 必 要 に 応 じ て 周 方 向 お よ び 軸 方 向 ） に 回 動 可 能
と な る よ う に 支 持 し て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 内 シ ー ス 固 定 部 材 １ ２ の 内 周 側 に は 、
内 視 鏡 を 内 視 鏡 挿 通 孔 １ ３ に 挿 通 し た 際 に 、 該 内 視 鏡 と 内 視 鏡 挿 通 孔 １ ３ と 間 の 空 間 を 、
手 元 側 の 外 部 空 間 に 対 し て 気 密 に 保 持 す る た め の 、 内 周 フ ラ ン ジ 状 を な す 気 密 バ ル ブ １ ４
が 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う な 構 成 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ の 形 状 を 湾 曲 さ せ て 、 そ の 後 に 固 定 化 す る 作 用 は 次
の よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま ず 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ の 内 視 鏡 挿 通 孔 １ ３ に 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 通 し 、 該 内 視 鏡 の 挿
入 部 を 所 望 の 形 状 に 変 化 さ せ る 。 す る と 、 前 記 可 撓 性 管 部 ３ が 、 該 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 形 状
変 化 に 応 じ て 、 受 動 的 に 湾 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 状 態 に お い て 、 前 記 操 作 レ バ ー ４ を 、 前 記 摩 擦 部 材 ８ の 巻 き を 解 く 方 向 に 回 動 さ せ る
と 、 巻 回 さ れ て 略 管 状 を な し て い る 該 摩 擦 部 材 ８ が 径 方 向 に 拡 大 す る 。 そ し て 、 該 摩 擦 部
材 ８ の 外 周 側 と 前 記 外 シ ー ス ７ の 内 周 面 と が 面 接 触 す る と 、 こ れ ら の 間 に 上 述 し た よ う な
摩 擦 力 が 作 用 し 得 る 状 態 と な る 。 こ の 状 態 で 、 該 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ の 形 状 を 変 化 さ せ よ
う と し て も 、 そ の 力 に 抗 し て 該 摩 擦 力 が 作 用 す る た め に 、 可 撓 性 管 部 ３ の 湾 曲 形 状 が 固 定
化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 方 、 固 定 化 さ れ た 可 撓 性 管 部 ３ を 再 び 形 状 変 化 し 得 る 状 態 に 戻 す に は 、 前 記 操 作 レ バ ー
４ を 、 前 記 摩 擦 部 材 ８ の 巻 き を 締 め る 方 向 に 回 動 さ せ れ ば 良 い 。 こ れ に よ り 、 該 摩 擦 部 材
８ が 径 方 向 に 縮 小 し 、 摩 擦 部 材 ８ と 外 シ ー ス ７ と の 面 接 触 が 解 除 さ れ る と 、 可 撓 性 管 部 ３
の 形 状 変 化 が 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う な オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 複 数 用 い て 、 内 視 鏡 等 を 挿 入 す る 際 の 体 腔 内 空 間 を 確 保 す
る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 を 構 成 し た の が 、 こ の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
す な わ ち 、 図 ２ に 示 す ２ 種 類 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ は 、 基 本 的 に 上 記 図 １ を 参 照 し て 説 明 し
た よ う な 構 成 の も の と な っ て い る 。 た だ し 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ は 、
図 ２ （ Ａ ） に 示 す オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ に 比 べ て 、 可 撓 性 管 部 ３ の 外 径 が 細 く 、 前 記 オ ー
バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ の 内 視 鏡 挿 通 孔 １ ３ に 挿 通 し 得 る 径 寸 法 と な っ て い る 。 さ ら に 、 該 オ ー
バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ は 、 そ の 可 撓 性 管 部 ３ の 挿 入 方 向 の 長 さ が 、 前 記 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ
全 体 の 挿 入 方 向 の 長 さ よ り も 長 い も の と な っ て い る 。 こ の と き の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ の
可 撓 性 管 部 ３ と 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ 全 体 と 、 の 長 さ の 差 は 、 後 述 す る 内 視 鏡 ２ ０ の 湾
曲 部 の 長 さ と 同 程 度 以 上 を 確 保 で き る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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こ れ に よ り 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ の 可 撓 性 管 部 ３ を 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ の 内 視 鏡 挿
通 孔 １ ３ に 挿 通 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 該 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ の 可 撓 性 管 部 ３ の 先
端 部 が 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ の 可 撓 性 管 部 ３ の 先 端 部 か ら 延 出 す る よ う に な っ て い る 。
こ の よ う な ２ 重 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ ， １ Ｂ に お け る オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ の 内 視 鏡 挿
通 孔 １ ３ に 、 内 視 鏡 ２ ０ が 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 図 ４ か ら 図 ６ を 参 照 し て 、 こ の よ う な ２ 重 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 用 い て 管 腔 内 の 空
間 を 確 保 す る 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ 内 に オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ を 挿 入 し て 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ の 先
端 位 置 と オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ の 先 端 位 置 と を ほ ぼ 一 致 さ せ る 。 さ ら に 、 オ ー バ ー チ ュ ー
ブ １ Ｂ 内 の 先 端 部 ま で 内 視 鏡 を 挿 入 し た 状 態 で 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ お よ び オ ー バ ー チ
ュ ー ブ １ Ｂ を 軟 性 化 し て 形 状 可 変 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 状 態 で 、 内 視 鏡 ２ ０ に よ る 観 察 を 行 い な が ら 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ 、 オ ー バ ー チ ュ
ー ブ １ Ｂ 、 お よ び 内 視 鏡 を 、 一 体 的 に 管 腔 臓 器 ２ ４ 内 へ 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
目 的 部 位 の 近 傍 ま で 挿 入 を 行 っ た と こ ろ で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ２ ０ の 湾 曲 部 を 湾
曲 さ せ る と 、 そ れ に 応 じ て ２ 重 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ ， １ Ｂ も 受 動 的 に 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の 状 態 で 外 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ を 固 定 化 す る 。 一 方 、 こ の と き に は 、 内 側 の オ ー
バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ は 形 状 可 変 な 軟 性 の 状 態 の ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 外 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ に 対 し て 、 内 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ お よ び 内 視 鏡
２ ０ を 延 出 さ せ て 、 適 宜 の 量 だ け 延 出 し た と こ ろ で 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ２ ０ の 湾
曲 部 を 湾 曲 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 内 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ も 受 動 的 に 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ し て 、 こ の 状 態 で 内 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ も 固 定 化 す る 。 す な わ ち 、 こ の と き に は
、 外 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ と 内 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ と の 両 方 が 固 定 化 さ れ て い
る 。 こ の 状 態 で は 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ の 湾 曲 と 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｂ の 湾 曲 と 、 の
両 方 の 作 用 に よ り 、 管 腔 臓 器 ２ ４ の 管 路 が 広 げ ら れ て い て 、 後 で 内 視 鏡 ２ ０ を 用 い て 処 置
を 行 う 際 の 空 間 が す で に 確 保 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 状 態 で さ ら に 、 両 方 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ａ ， １ Ｂ に 対 し て 内 視 鏡 ２ ０ を 延 出 さ せ 、
該 内 視 鏡 ２ ０ の 湾 曲 部 を 所 望 に 湾 曲 さ せ な が ら 、 観 察 を 行 っ た り 、 処 置 具 ２ １ を 用 い た 処
置 を 行 っ た り す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 上 述 で は オ ー バ ー チ ュ ー ブ を ２ 重 に し て 用 い た が 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 ３ 重
や ４ 重 、 あ る い は そ れ 以 上 を 重 ね る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う な 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 複 数 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 重 ね て 用 い る こ と に よ り
、 単 一 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 用 い る 場 合 よ り も 自 由 度 の 大 き い 湾 曲 を 得 る こ と が で き る 。
こ の よ う な 湾 曲 を 利 用 す る こ と に よ り 、 被 検 体 内 の 空 間 を 確 保 す る こ と が で き る た め に 、
内 視 鏡 に よ る 観 察 や 処 置 具 等 に よ る 処 置 を 作 業 性 良 く 効 率 的 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ま
た 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ に よ り 管 腔 臓 器 等 を 押 し 広 げ た 状 態 で は 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ が 該 管
腔 臓 器 に 対 し て 固 定 さ れ る た め に 、 観 察 や 処 置 の 作 業 を よ り 安 定 し て 行 う こ と が 可 能 と な
る 。 さ ら に 、 気 密 バ ル ブ を 設 け た た め に 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ の 内 視 鏡 挿 通 孔 と 内 視 鏡 と の
隙 間 を 介 し て 送 気 等 を 行 う こ と も 可 能 と な る 。 ま た 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル を 介 し て 送 気 等
を 行 う 場 合 に も 、 体 腔 内 の 気 密 性 を 維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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図 ７ か ら 図 １ １ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ り 、 図 ７ は マ ル チ ル ー メ ン チ
ュ ー ブ と ロ ッ ド と を 示 す 斜 視 図 、 図 ８ は マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ に 内 視 鏡 の み が 挿 通 さ れ
て い る 状 態 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 、 図 ９ は マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ に バ ル ー ン お よ
び 複 数 の ロ ッ ド が 挿 通 さ れ て い る 状 態 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 、 図 １ ０ は バ ル ー ン を
膨 張 さ せ て 複 数 の ロ ッ ド を 湾 曲 さ せ て い る 状 態 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 、 図 １ １ は ロ
ッ ド の 形 状 を 固 定 し て バ ル ー ン に 代 え て 内 視 鏡 を 挿 入 し 処 置 し て い る 様 子 を 示 す 一 部 断 面
を 含 む 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 述 の 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 部 分 に つ い て は 同 一 の
符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し 、 主 と し て 異 な る 点 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ と 、 複 数 の ロ ッ ド と 、 バ ル ー ン と 、 を 用
い る こ と に よ り 、 内 視 鏡 等 を 挿 入 す る 際 の 体 腔 内 空 間 を 確 保 す る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 を 構
成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ７ （ Ａ ） は 、 上 記 図 １ に 示 し た よ う な オ ー バ ー チ ュ ー ブ の 構 造 を 利 用 し て 構 成 し た マ ル
チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ １ Ｃ を 示 し て い る 。 こ の マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ １ Ｃ は 、 上 記 内 視 鏡
挿 通 孔 １ ３ の 周 囲 に 、 管 路 で あ る ロ ッ ド ル ー メ ン １ ８ が 複 数 設 け ら れ た も の と な っ て い る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ １ Ｃ の ロ ッ ド ル ー メ ン １ ８ 内 に は 、 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す よ う な
ロ ッ ド 状 部 材 で あ る ロ ッ ド １ Ｄ が 挿 通 さ れ 得 る よ う に な っ て い る 。 こ の ロ ッ ド １ Ｄ も 、 基
本 的 に 上 記 図 １ に 示 し た よ う な オ ー バ ー チ ュ ー ブ と 同 様 に 固 定 化 と 軟 性 化 と を 行 う こ と が
で き る よ う に 構 成 さ れ て い て 、 細 径 化 さ れ て い る と こ ろ が 異 な る 点 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
こ の よ う な マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ １ Ｃ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 挿 通 孔 １ ３ に 内 視
鏡 ２ ０ を 挿 通 し て 、 必 要 に 応 じ て 固 定 化 す る こ と に よ り 、 第 １ の 実 施 形 態 に 示 し た よ う な
オ ー バ ー チ ュ ー ブ と 同 様 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ １ Ｃ は 、 前 記 ロ ッ ド １ Ｄ と 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 さ ら に
、 図 ９ か ら 図 １ １ に 示 す よ う に 用 い る こ と も 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま ず 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ １ Ｃ を 内 視 鏡 ２ ０ と と も に 前 記 図 ８ に 示 し た よ う に 管 腔 臓
器 ２ ４ 内 の 目 的 部 位 近 傍 ま で 挿 入 し て 、 そ の 後 に 、 必 要 に 応 じ て 固 定 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
次 に 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ １ Ｃ の 各 ロ ッ ド ル ー メ ン １ ８ に ロ ッ ド
１ Ｄ を そ れ ぞ れ （ 図 示 の 例 で は ４ つ ） 挿 通 さ せ て 所 定 長 さ だ け 延 出 さ せ る と と も に 、 内 視
鏡 挿 通 孔 １ ３ に バ ル ー ン ２ ６ を 挿 通 し て 同 様 に 所 定 長 さ だ け 延 出 さ せ る 。 こ の と き に は 、
ロ ッ ド １ Ｄ は 形 状 可 変 の 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
そ し て 、 空 気 を 送 り 込 む こ と に よ り 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン ２ ６ を 膨 張 さ せ る 。
こ れ に よ り 、 ロ ッ ド １ Ｄ が 、 該 バ ル ー ン ２ ６ の 周 辺 形 状 に 沿 っ て 湾 曲 さ れ る と と も に 、 管
腔 臓 器 ２ ４ が 押 し 広 げ ら れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の 状 態 で 、 す べ て の ロ ッ ド １ Ｄ を 固 定 化 し た 後 に 、 バ ル ー ン ２ ６ の 空 気 を 抜 い て か ら 該
バ ル ー ン ２ ６ を マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ １ Ｃ か ら 抜 脱 す る 。 こ の と き で も 、 固 定 化 さ れ た
ロ ッ ド １ Ｄ に よ り 、 管 腔 臓 器 ２ ４ 内 の 空 間 が 確 保 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
そ し て 、 前 記 バ ル ー ン ２ ６ に 代 え て 、 内 視 鏡 ２ ０ を 内 視 鏡 挿 通 孔 １ ３ に 挿 通 し 、 該 内 視 鏡
２ ０ の 湾 曲 部 を 所 望 の 形 状 に 湾 曲 さ せ て 、 確 保 さ れ て い る 空 間 内 で 、 観 察 を 行 っ た り 、 処
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置 具 ２ １ に よ る 処 置 を 操 作 性 良 く 行 っ た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
な お 、 上 述 で は ロ ッ ド １ Ｄ を 、 図 １ に 示 し た よ う な オ ー バ ー チ ュ ー ブ と 同 様 の 管 状 を な す
部 材 と し て 説 明 し た が 、 こ の ロ ッ ド １ Ｄ は 内 部 に 内 視 鏡 等 を 挿 通 す る 必 要 が な い た め に 、
内 部 の 管 路 を 省 略 し た 構 成 と す る よ う に し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 上 述 で は 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ １ Ｃ を 、 図 １ に 示 し た よ う な オ ー バ ー チ ュ ー ブ
と 同 様 の 形 状 可 変 お よ び 形 状 固 定 の 両 方 を 行 い 得 る タ イ プ も の と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、
形 状 固 定 を 行 う こ と が で き な い 通 常 の マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ １ Ｃ で あ っ て も 、 上 述 し た
よ う な ロ ッ ド １ Ｄ を 挿 通 し て 体 腔 内 の 空 間 を 確 保 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の よ う な 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 と ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 奏 す る
と と も に 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ と と も に 、 形 状 可 変 お よ び 形 状 固 定 可 能 な ロ ッ ド と 、
バ ル ー ン と 、 を 用 い る こ と に よ り 、 管 腔 臓 器 内 の 空 間 を 確 保 し て 、 観 察 や 処 置 を 作 業 性 良
く 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 ロ ッ ド に よ り 管 腔 内 を 押 し 広 げ て 固 定 化 し た 状 態 で は 、
マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ を 介 し て 内 視 鏡 の 位 置 も 定 ま る た め に 、 観 察 や 処 置 を よ り 安 定 し
て 行 う こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ を 、 形 状 可 変 お よ び 形 状 固 定
可 能 な も の と し て 構 成 す る こ と も 可 能 で あ り 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ に お い て も 内 視 鏡
等 の 挿 通 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 １ ２ か ら 図 １ ５ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ り 、 図 １ ２ は オ ー バ ー チ ュ
ー ブ の 外 周 面 に 長 手 方 向 の 位 置 を 異 な ら せ て 複 数 の バ ル ー ン を 取 り 付 け た 様 子 を 示 す 側 面
図 、 図 １ ３ は 複 数 の バ ル ー ン を 取 り 付 け た オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 管 腔 に 挿 入 し 処 置 し て い る
様 子 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 、 図 １ ４ は 複 数 の バ ル ー ン を 用 い て オ ー バ ー チ ュ ー ブ を
体 腔 に 対 し 固 定 す る 様 子 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 側 面 図 、 図 １ ５ は １ つ の バ ル ー ン を 用 い て
オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 管 腔 に 対 し 固 定 す る 様 子 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ の 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 述 の 第 １ ， 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 部 分 に つ い て は
同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 し 、 主 と し て 異 な る 点 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の 第 ３ の 実 施 形 態 は 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ の 外 周 面 側 に バ ル ー ン を 設 け る こ と に よ り 、 内
視 鏡 等 を 挿 入 す る 際 の 体 腔 内 空 間 を 確 保 す る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 を 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 実 施 形 態 の 図 １ ２ 、 図 １ ３ に 示 す オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｅ は 、 基 本 的 に 上 記 図 １ に 示 し た
よ う な オ ー バ ー チ ュ ー ブ と 同 様 に 構 成 さ れ て い る が 、 可 撓 性 管 部 ３ の 途 中 に 、 内 視 鏡 挿 通
孔 １ ３ 内 を 挿 通 さ れ て い る 内 視 鏡 ２ ０ の 先 端 部 を 延 出 可 能 な 窓 部 ２ ３ を 設 け た 点 が 異 な っ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 こ の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｅ の 可 撓 性 管 部 ３ に は 、 前 記 窓 部 ２ ３ を 挟 み 込 む よ う に し
て 、 先 端 側 に バ ル ー ン １ ５ ａ が 、 手 元 側 に バ ル ー ン １ ５ ｂ が 、 そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
な お 、 こ れ ら の バ ル ー ン １ ５ ａ ， １ ５ ｂ は 、 可 撓 性 管 部 ３ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ っ て も 構
わ な い し 、 固 定 さ れ て い て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
前 記 バ ル ー ン １ ５ ａ ， １ ５ ｂ か ら は 、 管 路 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ が そ れ ぞ れ 延 出 し て お り 、 こ れ
ら の 管 路 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ の 手 元 側 に 各 バ ル ー ン １ ５ ａ ， １ ５ ｂ へ の 空 気 注 入 量 を 調 節 す る
た め の バ ル ブ １ ６ ａ ， １ ６ ｂ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ の よ う な 構 成 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｅ を 管 腔 臓 器 ２ ４ 内 の 所 定 の 位 置 ま で 挿 入 し た 後 に
、 該 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｅ を 固 定 化 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 ２ ０ が 通 過 す る 管 路 が 確 保 さ
れ る の は 上 述 と 同 様 で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
そ し て 、 上 記 バ ル ー ン １ ５ ａ ， １ ５ ｂ を 膨 張 さ せ る こ と に よ り 、 こ れ ら の バ ル ー ン １ ５ ａ
， １ ５ ｂ に 挟 ま れ た 管 腔 臓 器 ２ ４ の 内 側 部 分 に 空 間 が 確 保 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 内 視 鏡 ２
０ を 上 記 窓 部 ２ ３ か ら 延 出 し て 、 観 察 を 行 っ た り 、 処 置 具 ２ １ に よ り 操 作 性 良 く 処 置 を 行
っ た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
な お 、 図 １ ３ に 示 し た 例 で は 、 窓 部 ２ ３ か ら 内 視 鏡 ２ ０ の 先 端 部 を 延 出 し て 処 置 等 を 行 っ
て い る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 上 述 と 同 様 に 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ Ｅ の 先 端 側 に お け る 内 視 鏡
挿 通 孔 １ ３ の 開 口 か ら 内 視 鏡 ２ ０ の 先 端 部 を 延 出 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 複 数 の バ ル ー ン を 用 い て 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 体 腔 に 対 し て
固 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 な お 、 こ の 図 １ ４ に 示 す 例 に お い て は 、 上 記 図 １ に 示 し た よ
う な オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
先 端 側 の バ ル ー ン １ ５ ａ を し ぼ ま せ た 状 態 に し 、 か つ 手 元 側 の バ ル ー ン １ ５ ｂ を 膨 張 さ せ
た 状 態 に し て 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ お よ び 内 視 鏡 ２ ０ を 臓 器 壁 ２ ５ の 孔 ２ ５ ａ か ら 内 部 に
挿 入 す る 。 こ の と き 、 手 元 側 の バ ル ー ン １ ５ ｂ は 、 該 臓 器 壁 ２ ５ の 孔 ２ ５ ａ よ り も 大 径 に
膨 張 し て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
す る と 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ お よ び 内 視 鏡 ２ ０ を あ る 程 度 ま で 挿 入 し た と こ ろ で 、 バ ル ー
ン １ ５ ｂ が 臓 器 壁 ２ ４ に 突 き 当 た っ て 挿 入 が 停 止 す る 。 こ こ で 、 先 端 側 の バ ル ー ン １ ５ ａ
を 膨 張 さ せ る こ と に よ り 、 こ れ ら バ ル ー ン １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に よ り 臓 器 壁 ２ ４ が 挟 み 込 ま れ
た 状 態 と な っ て 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ を 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
さ ら に 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 １ つ の バ ル ー ン を 用 い て オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 管 腔 に 対 し 固
定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 図 １ ５ に 示 す 例 に お い て も 、 上 記 図 １ に 示 し た よ う な オ ー
バ ー チ ュ ー ブ １ を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
管 腔 臓 器 ２ ２ は 、 例 え ば 食 道 か ら 胃 の よ う に 、 途 中 で 空 間 が 広 が っ て い る も の と す る 。 こ
の よ う な 管 腔 臓 器 ２ ２ に オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ を 介 し て 内 視 鏡 ２ ０ を 挿 入 す る 際 に 、 空 間 が
広 が る 直 前 の 位 置 で バ ル ー ン １ ５ ａ を 膨 張 さ せ る こ と に よ り 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ の 位 置
が 固 定 さ れ る の に と も な っ て 、 内 視 鏡 ２ ０ の 位 置 を 安 定 化 さ せ る こ と が で き 、 観 察 や 処 置
具 ２ １ に よ る 処 置 を 操 作 性 良 く 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ １ の 内 視 鏡 挿
通 孔 １ ３ と 内 視 鏡 ２ ０ と の 隙 間 を 介 し て 空 気 を 送 り 込 ん だ り 、 あ る い は 内 視 鏡 の 送 気 チ ャ
ン ネ ル 等 を 介 し て 空 気 を 送 り 込 ん だ り す れ ば 、 胃 を 膨 張 さ せ る こ と が で き る が 、 そ の 際 に
、 上 述 し た よ う に 気 密 バ ル ブ １ ４ を 設 け て い る た め に 、 管 腔 臓 器 ２ ２ 内 の 空 気 が 外 部 に 漏
洩 す る の を 有 効 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
こ の よ う な 第 ３ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 し た 第 １ ， 第 ２ の 実 施 形 態 と ほ ぼ 同 様 の 効 果 を
奏 す る と と も に 、 複 数 の バ ル ー ン を 用 い る こ と に よ っ て も 、 体 腔 内 の 空 間 を 確 保 す る こ と
が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 複 数 の バ ル ー ン 、 ま た は １ つ の バ ル ー ン を 用 い て 、 オ ー バ ー チ ュ
ー ブ 、 ひ い て は 内 視 鏡 や 処 置 具 等 を 、 被 検 体 に 対 し て 安 定 し て 位 置 決 め す る こ と も 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
な お 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範
囲 内 に お い て 種 々 の 変 形 や 応 用 が 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
［ 付 記 ］
以 上 詳 述 し た よ う な 本 発 明 の 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の ご と き 構 成 を 得 る こ と が で き
る 。
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【 ０ ０ ６ ６ 】
（ １ ） 　 内 視 鏡 を 内 部 に 挿 通 し 得 る と と も に バ ル ー ン を 内 部 に 挿 通 し 得 る 挿 通 孔 と 、 こ の
挿 通 孔 の 周 り に 配 列 さ れ た 複 数 の 管 路 と 、 を 備 え た 管 状 部 材 と 、
前 記 管 状 部 材 の 管 路 内 に 挿 通 す る た め の も の で あ り 、 柔 軟 で 形 状 可 変 な 第 １ の 状 態 と 、 形
状 を 保 っ た 状 態 で 固 定 化 さ れ る 第 ２ の 状 態 と 、 を 取 り 得 る ロ ッ ド 状 部 材 と 、
を 具 備 し 、
前 記 ロ ッ ド 状 部 材 を 前 記 管 状 部 材 の 管 路 に 挿 通 し て 延 出 さ せ 、 か つ 、 前 記 バ ル ー ン を 前 記
管 状 部 材 の 挿 通 孔 に 挿 通 し て 延 出 さ せ た 状 態 で 、 該 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ 、 そ の 後 に 該 ロ ッ
ド 状 部 材 に 前 記 第 ２ の 状 態 を と ら せ る こ と に よ り 、 体 腔 内 に お け る 空 間 を 確 保 す る 機 能 を
果 た す こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
（ ２ ） 　 前 記 管 状 部 材 は 、 柔 軟 で 形 状 可 変 な 第 １ の 状 態 と 、 形 状 を 保 っ た 状 態 で 固 定 化 さ
れ る 第 ２ の 状 態 と 、 を 取 り 得 る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 （ １ ） に 記 載 の 内 視 鏡 挿
入 用 補 助 具 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ ３ ） 　 前 記 ロ ッ ド 状 部 材 は 、 前 記 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ た 後 に 前 記 第 ２ の 状 態 を と る こ と
に よ り 、 さ ら に 、 体 腔 に 対 す る 位 置 を 固 定 す る 機 能 を 果 た す も の で あ る こ と を 特 徴 と す る
付 記 （ １ ） に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ ４ ） 　 内 視 鏡 を 内 部 に 挿 通 し 得 る も の で あ り 、 柔 軟 で 形 状 可 変 な 第 １ の 状 態 と 、 形 状 を
保 っ た 状 態 で 固 定 化 さ れ る 第 ２ の 状 態 と 、 を 取 り 得 る 管 状 部 材 と 、
こ の 管 状 部 材 の 外 側 に 、 挿 入 方 向 の 位 置 を 異 な ら せ て 取 り 付 け ら れ た 複 数 の バ ル ー ン と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ ５ ） 　 前 記 管 状 部 材 は 、 前 記 取 り 付 け ら れ た 複 数 の バ ル ー ン 同 士 の 間 の 位 置 に 、 前 記 内
視 鏡 の 少 な く と も 一 部 を 延 出 し 得 る 窓 部 が 設 け ら れ て い る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 付
記 （ ４ ） に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 。
【 ０ ０ ７ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 内 視 鏡 挿 入 用 補 助 具 に よ れ ば 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ 等 を 用 い て
内 視 鏡 等 を 挿 入 す る 際 に 、 体 腔 内 空 間 を 有 効 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る オ ー バ ー チ ュ ー ブ の 構 成 を 示 す 断 面 図 お よ び 斜
視 図 。
【 図 ２ 】 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 長 さ お よ び 径 の 異 な る オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 示 す 側
面 図 。
【 図 ３ 】 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 長 さ お よ び 径 の 異 な る 複 数 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ と
内 視 鏡 と を 組 み 合 わ せ た 構 成 の 先 端 側 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 外 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 湾 曲 さ せ た 状 態 を 示 す
一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 外 側 お よ び 内 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 湾 曲 さ せ た
状 態 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 外 側 お よ び 内 側 の オ ー バ ー チ ュ ー ブ と 内 視 鏡 と を
湾 曲 さ せ た 状 態 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ と ロ ッ ド と を 示 す 斜 視
図 。
【 図 ８ 】 上 記 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ に 内 視 鏡 の み が 挿 通 さ れ
て い る 状 態 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 上 記 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ に バ ル ー ン お よ び 複 数 の
ロ ッ ド が 挿 通 さ れ て い る 状 態 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 。
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【 図 １ ０ 】 上 記 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ て 複 数 の ロ ッ ド を 湾 曲 さ せ
て い る 状 態 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 上 記 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 ロ ッ ド の 形 状 を 固 定 し て バ ル ー ン に 代 え て 内 視
鏡 を 挿 入 し 処 置 し て い る 様 子 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て 、 オ ー バ ー チ ュ ー ブ の 外 周 面 に 長 手 方 向 の 位
置 を 異 な ら せ て 複 数 の バ ル ー ン を 取 り 付 け た 様 子 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ３ 】 上 記 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て 、 複 数 の バ ル ー ン を 取 り 付 け た オ ー バ ー チ ュ ー ブ
を 管 腔 に 挿 入 し 処 置 し て い る 様 子 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 。
【 図 １ ４ 】 上 記 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て 、 複 数 の バ ル ー ン を 用 い て オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 体
腔 に 対 し 固 定 す る 様 子 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 側 面 図 。
【 図 １ ５ 】 上 記 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て 、 １ つ の バ ル ー ン を 用 い て オ ー バ ー チ ュ ー ブ を 管
腔 に 対 し 固 定 す る 様 子 を 示 す 一 部 断 面 を 含 む 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ Ａ ， １ Ｂ ， １ Ｅ … オ ー バ ー チ ュ ー ブ （ 内 視 鏡 用 オ ー バ ー チ ュ ー ブ ） （ 管 状 部 材 ）
１ Ｃ … マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ （ 管 状 部 材 ）
１ Ｄ … ロ ッ ド （ ロ ッ ド 状 部 材 ）
２ … 操 作 部
３ … 可 撓 性 管 部
４ … 操 作 レ バ ー
５ … 移 動 溝
６ … 内 シ ー ス
７ … 外 シ ー ス
８ … 摩 擦 部 材
９ … 伝 達 部 材
１ ０ … 外 シ ー ス 固 定 部 材
１ １ … 固 定 部
１ ２ … 内 シ ー ス 固 定 部 材
１ ３ … 内 視 鏡 挿 通 孔 （ 挿 通 孔 ）
１ ４ … 気 密 バ ル ブ
１ ５ ａ ， １ ５ ｂ ， ２ ６ … バ ル ー ン
１ ６ ａ ， １ ６ ｂ … バ ル ブ
１ ８ … ロ ッ ド ル ー メ ン （ 管 路 ）
２ ０ … 内 視 鏡
２ １ … 処 置 具
２ ３ … 窓 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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